
 

　　　アマプロ（Amakusa Protect Project）2025 実施要項　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天草高校科学部 

 
1　開催ビジョン 
　天草の環境問題について深く学び、その解決に携わり、環境問題の解決を目指す心を育てるシンポジウムを
開催し天草を持続可能な地域とする。 
 
２　目的 
　・幅広い世代の地域の方々と天草の海洋の現状について共有する。 
　・天草で行える海洋プラスチック問題の解決策を考える。 
 
３　テーマ 
　アマプロ（Amakusa Protect Project）〜天草の海、再生への一歩〜 
 
４　開催するメリット 
　・海洋汚染による生態系の破壊防止や環境を守ることに繋がる 
　・SDGsの理解と意識が高まる（将来に活かせる） 
　・地域活性化（自分の地域の課題解決につながる） 
　・若者の将来の選択肢が増える（環境系学部への進学や起業） 
　・教育の水準が上がる（発表の改善・向上、環境への関心が高まる） 
　・高校生である私達が行動を起こすことで子どもの意識改革を行う手助けになる 
　・行政と住民が一体となって行うことで海洋環境保全への意識改革を促す 
　・海洋環境保全に取り組む天草のPRができる 
 
5　共催 
　天草市 
 
6　参加対象 
　・天草市民（小学生低学年以上を想定） 
　・オンライン参加者(全国) 
　　　※広報については、天草高校及び天草市のＨＰや提示物に加えて、科学部員による出身中学や 
　　　　地元地区へのチラシ配布も行う。 
 
7　日時 
　8月30日（土曜日） 
 
８　場所 
　天草市民センター 
 
9　実施内容 

０９：００〜 大ホール 受付開始 

０９：３０〜 
０９：４０ 

開会 

０９：４０〜 
１０：３０ 

講　演：（講演：40分　質疑：最大10分） 
講演者：ＷＷＦジャパン　自然保護室・海洋水産グループ 
　　　　ヤップ・ミンリー様 
　　　　よかよかダイビング　中野　誠志　様 
演　題：「海洋に残された漁具「ゴーストギア」の調査について」 

１０：３５～ 
１０：５０ 

科学部海洋プラスチック班発表（発表：15分） 
「海洋プラスチックゴミの削減と再利用についての提案」 

１０：５０〜 
１１：００ 

休憩（パネルディスカッションの会場設営を含む） 
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１１：００〜 
１２：００ 

パネルディスカッション 
「天草の海洋プラスチックを削減や再利用するための取り組みをどう行うの
か？」 

１２：００〜 
１３：００ 

センター内 休憩（科学実験講座の準備を含む） 

１３：００〜 
１４：４５ 

展示ホール 展示（ポスター）発表 ､ 
科学実験講座（ＡＳクラスが別途計画　全3講座　1講座45分×2回） 
海洋ゴミアート作成（科学部員が実施　45分×2回） 

１４：４５～ 
１５：００ 

休憩（閉会式会場の設営を含む） 

１５：００〜 
１５：１０ 

閉会 

 
受付 
実施詳細 
　大ホール出入り口付近にメインで設置。 

　受付と会場内への誘導を分担する。 
 　〈受付〉：来場者全員に名前と連絡先を記入してもらう。 
　　　　　　 来賓は事前に決めておいた席へ誘導する。 
　  
準備物  
　筆記具、机、椅子、入口看板（天草高校が準備）、名簿表 
 
開会　大ホール 
実施詳細  
　司会の進行で実行委員長が開会宣言、学校長が挨拶を行う。  
　演台は準備せずステージ中央にマイクスタンドを設置し、挨拶を行う。 
　マイクは開会前に設置し、終了後にマイク係がマイクを撤去する。  
 
スタッフ配置 
　司会：科学部３名 
　マイク係：科学部１名 
準備物  
　マイク､マイクスタンド､演題の垂れ幕（天草高校で準備） 
 
 
講演　大ホール 
講演者 
　ＷＷＦジャパン　自然保護室・海洋水産グループ　ヤップ・ミンリー様 
　天草よかよかダイビング　中野　誠志　様 
演　題 
　「海洋に残された漁具「ゴーストギア」の調査について」 
スタッフ配置 
　司会：科学部３名 
　マイク係：科学部１名 
　技術：天草高校職員、市民センタースタッフ 
　質問受付：（ホールのサイドにマイクを持って配置） 
参加人数 
　事前予約を行い、人数を把握する。 　 
準備物  
　パソコン２台（サーフェス）、モバイルルーター４台（天草高校備品を使用）  
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　スクリーン及びプロジェクター、マイク３本 
 　※マイクは司会が１本、会場からの質問用に２本 
 
科学部発表　大ホール 
講演者 
　科学部海洋プラスチック班 
参加人数   
　講演と同じ参加者（上限100人）を想定。 
実施詳細  
　科学部生徒が研究発表を、スライドを使って行う。 　 
スタッフ配置 
 　司会 ：科学部３名  
　 技術 ：天草高校職員 
　発表者：科学部  
準備物  
　パソコン１台（サーフェス）、スクリーン及びプロジェクター、マイク（２本） 
　 ※マイクは司会が１本、発表者用に１本 
 
パネルディスカッション　大ホール 
登壇者（案） 
　・ＷＷＦジャパン　自然保護室・海洋水産グループ　ヤップ・ミンリー様 
　・天草よかよかダイビング　中野　誠志　様 
　　　※他の団体にも依頼できれば実施（漁協の人たちなど？） 
　・科学部 
 
 
テーマ　天草の海洋プラスチックを削減や再利用するための取り組みをどう行うのか？ 

 
 
 
参加人数   
　講演と同じ参加者を想定。 
 
実施詳細 
　科学部の生徒の司会で進行する。 
　科学部と天草市で事前に決めた質問をパネラーに対して行う 
　　❶：科学部の海洋プラスチックの削減や再利用に関する提案についての意見 
　　　　　削　減：レンタルマイバック 
　　　　　再利用：再生アート作成→コンテストの実施 
　　❷：各団体での海洋プラスチック対策に対する活動を聞く 
　　❸：今後、地域の方々や行政が一体となって実施できる海洋プラスチック対策は 
　　　　ありますか？ 
　　　　　・具体的な活動内容について　　・市民の意識の変容について 
　　 
スタッフ配置  
　司会：科学部３名 
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　記録：科学部２名および天草高校職員 
 
準備物  
　記録用パソコン2台（サーフェス）、マイク、パネリスト氏名（天草高校が準備） 
　※マイクは司会が１本、パネリスト用に２本 机、椅子 
　※背景に準備したスライドなどを投影 
 
展示発表　展示ホール 
参加人数 
　講演と同じ参加者を想定 
 
スタッフ配置 
　発表者4名程度（10〜15枚） 
 
準備物 
　ポスター、ガムテープ 
 
展示場所 
廊下に吊るして展示 
 
科学実験講座　展示ホール 
実施詳細 
　環境に関連する実験を含む科学実験講座を体験してもらうことで環境保全を身近に感じてもらう。 
 
参加人数 
　各講座（全3講座）小中学生15名程度を想定 
 
スタッフ配置 
　科学部2年生徒＋ＡＳクラス生徒（総勢約20名） 
　各講座に担当者として5名を配置、5名を受付、誘導とする。 
 
準備物 
　実験講座で必要なもの 
 
実験講座 
　別途、ＡＳクラス生徒が計画。 
　全3講座を開講し、各講座1回を45分。各講座2回ずつ実施。 
 
海洋ゴミ再生アート体験　展示ホール 
実施詳細 
　海洋ゴミ再生アートを作成してもらうことで環境保全を身近に感じてもらう。 
 
参加人数 
　講座1回につき、小中学生10名程度（保護者同伴可）を想定 
 
スタッフ配置 
　科学部1年生徒（総勢約10名） 
　2家庭に担当者として1名（計5名）を配置、5名を受付、誘導とする。 
 
準備物 
　台紙、海洋ゴミ（洗ったもの） 
　※参加者にも持参を募る 
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実験講座 
　科学部1年生徒が計画。 
　作成講座1回を45分で2回実施。 
 
 
閉会　展示ホール 
実施詳細  
　司会の進行で次期実行委員長が閉会宣言を行う。  
　 
スタッフ配置 
　科学部 
 
準備物  
　特になし 
 
その他 
緊急時の対応 
〈荒天時〉 
 台風等の荒天が予想される場合、気象庁からの情報をもとに開催について高校､市で協議。 
 中止の場合は、講演者やパネリスト、生徒・保護者には天草高校から連絡する。 
 天草市役所関連の参加者には、市役所から連絡する。 
  
情報発信方法 
ケーブルテレビやみつばちラジオでPRする、天草高校および天草市役所の HP､天草市報、生徒・保護者・同窓
会用プリント、ポスター、記者クラブへの情報提供、チラシを出身中学もしくは、天高周辺の学校に配布する。 
 
 
〜役割〜 
実行委員長　　　 
ステージ長　　　 
ポスター長　　　 
総司会　3人　　 
マイク係　　　 
科学実験講座リーダー 
受付　2人　　　 
閉会の言葉　１人　 
その他の人は 
呼び込み 
海洋ごみアートの準備　 
を１時間ごとローテーション 
9：00〜 
10：00〜 
11:00〜 
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